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1.は じめ に

本稿 に先立ち14世 紀 ギ リシアに始 まったル

ネ ッサ ンスが ヨー ロ ッパの北西に位 置す るス

コッ トラン ドに与 えた影響,ま たス コッ トラ

ン ドが 固有の歴 史 ・文化 ・宗教 を基盤 にそれ

を受 け入れ,ス コッ トラン ド ・ルネ ッサ ンス

を創造 し,逆 に近代 ヨー ロ ッパ世 界に影響 を

与えてゆ く歴 史過程 を辿 った.ω

ス コッ トラン ドは,ブ リテン島北部 に位置

しなが ら も歴 史的 に優勢 な南の イングラン ド

の従属的立場 に置かれ て きた.そ れが1707年

の合併 を通 じて,ス コッ トラン ドは経済機会

の増大 を得 て著 しい経済発展 を示 し,19世 紀

中葉 には石炭 ・鉄工業の興 隆 をみて イギ リス

産業革命の中枢 を形成 し,逆 に イングラン ド

を牽引す るに至 る.そ こにはス コッ トラン ド

か ら輩 出された多 くの科学者 ・技師 ・実業家

がイギ リス国内,さ らにイギ リス資本主義の

世界市場各地 での活躍が見 られた.(2)

つ ま りス コッ トラン ドは,固 有 の文化 と思

想 を背景に,近 代 世界に貢献す る科学技術ル

ネ ッサ ンス を開花 させ た.そ こで本稿 は,ス

コッ トラン ド科学技術ルネ ッサ ンスが最 も大

き く開花 した19世 紀 中頃か ら20世 紀初頭 の時

代 の,ス コッ トラン ド科 学技術 史 を追求 した

2.エ ン ジ ニ ア リン グの 時 代 一19世 紀

中頃一

19世 紀 中葉の ス コッ トラン ドの科学 では,

文 字通 り産業革命 の基幹技術 となったエ ンジ

ニア リング(工 学)が 世界技術 発展 を主導 し

た時代 であ った.こ のス コッ トラン ド工業技

術発展 の成果が,ロ ン ドン万国博覧会 を象徴

した水 晶宮殿(CrystalPalace),メ ナ イ海

峡(MenaiStrait)を 跨 ぐ鉄橋 か ら,最 初 の

鉄 製蒸気船 に よる大西洋横 断 と定期航 路,最

初 の電気通信,最 初の 自転車,さ らに時刻 表

に も とつ く定期 的な蒸 気鉄 道交通 の実 現等 に

結実 した.ま た1840年 に,J・ ワ ッ トを生んだ

グラス ゴウ大学 に,ヴ ィク トリア女王 の欽 定

講座 として世界最初 の土木工学(civilengi-

neering)講 座 が設置 された.(3)

ス コッ トラン ド技術 発展 は,厳 密 に見 る と,

や は りワ ッ トの蒸気機 関 の発 明 とJ・B・ニ ー

ルスンの熱風熔鉱法の発 明であ り,さ らに も

うひ とつ を加 える とエデ ィンバ ラ肖像画家 の

息子 に生 まれ た ネ イ ス ミス(J.Nasmyth,

1808-90)発 明 の 動 力 ハ ン マ ー(鉄 槌,

powerhammer)で あ り,そ れ が1839年 に

彼 の蒸気力ハ ンマー発 明につ なが った.ネ イ
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ス ミス は,多 才 な才 能 に 恵 まれ,変 動 可 能 な

回転 ドリル や水 力利 用 の鋲 打 機械 を発 明 した.

ネ イス ミス は1829年 に21歳 の 時 に ロン ドンへ

下 り,ス コ ッ トラ ン ド出 身 で成 功 した機 械 製

造 業 者 の モ ウ ズ レ イ(H.Maudslay)の 下 で

働 き経 験 を積 み,1834年 に はマ ンチ ェ ス ター

で 自店 を開 い た.彼 は19歳 の時 に6イ ンチ の

反 射望 遠鏡 を作 った こ と もあ り天文 学 に興 味

が あ り,48歳 で エ ン ジニ ア リン グ実 務 を引退

後 に 天文 学 を極 め,そ の分 野 で も幾 多 の発 明

を な したが,蒸 気 力ハ ンマ ー 程 の社 会 的影 響

を与 え る こ とは な か った.(4)

造 船 業 の 一大 変 革 とな っ た最初 の鉄 製蒸 気

船 建 造 に つ いて は,誰 が最 初 で あ るか の論 争

もあ るが,ユ830年 の フェ ァバ ー ン(W.Fair-

bairn,1789-1974)卿 で あ る.彼 は北 端 の ケ

ル ソ(Kelso)の 農 園 の息 子 に 生 ま れ徒 弟 奉

公 を経 て 技 師 とな り,苦 労 しなが ら もマ ン チ

ェ ス ター で 開業 した.フ ェ ァバ ー ンは,運 河

使 用 目的 の 平 底 荷 物 船(barge)と して最 初

の鉄 蒸 気 船 「ダ ン ダ ス 公」(LordDundas)

を 建 造 し,フ オ ー ス(Forth)=ク ラ イ ド

(Clyde)運 河 間 に 運 行 させ た.フ ェ ァバ ー

ンは 関 心 を鉄製 船 舶 か ら鉄 製 橋 梁 に 向 け,ロ

バ ー ト ・ス テ ィー ブ ン ソン(R.Stephenson,

1803-59)と 競 っ て,鍛 鉄 製 橋 工 事 に着 手 す

る.彼 の 父 ジ ョー ジ(G.Stephenson,1781-

1848)は,英 国最 初 の リバ プ ー ル ーマ ンチ ェ

ス ター鉄 道 を完 成 させ た エデ ィ ンバ ラ在 の ス

テ ィー ブ ン ソ ンー 族 の 出 身 で,文 字通 りイ ギ

リス鉄 道 業 の パ イ オ ニ ア とな っ た.(5)特 に

チ ェ ス ター(Chester)=ホ リヘ ッ ド(Holy-

head)間 の 鉄 道 の工 事 に お い て,2か 所 の

橋 梁架 橋 の 必要 が生 じた時,ス テ ィー ブ ン ソ

ン は 多 管 式(tubular)若 し く は 箱 桁 式
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(boxgirder)で の架 橋 を構 想 し たが,当 時

は物 質 強度 につ いて は知 識 が な く,ど こ まで

重 量 に耐 え られ るか が 問題 とな っ た.ス テ ィ

ー ブ ン ソ ンは
,フ ェ ァバ ー ン に1832年 に トム

ソ ン(A.Thomson)が グ ラ ス ゴ ウで実 験 し

た鉄 製 桁 式 橋 を参 考 に 同方 式 を進 言 し,1845

-47年 に コー ン ウ ェ イ(Cornway)と メナ イ

海 峡(MenaiStraits)間 の2鉄 製 橋 の 建 設

に 成功 した.特 に後 者 は 当時 存在 した最 大 の

橋 の2倍 の大 きさで あ り,文 字 通 り画期 的 な

建 造物 と讃 え られ た.(6)

フ ェ ァ バ ー一ン は,タ ン ク機 関 車(tank

engine)を 着 想 し,ラ ン カ シ ア ・ボ イ ラー

(Lancashireboiler)の 発 明者 とな った.ま

た1850年 に は フ ェ ァバー ン型 クレー ンの特 許

を獲 得 した.そ して彼 の死 に際 して 『エ ンジ

ニ ア』 誌 は 「フ ェ ァ バ ー ン 卿 は 大 工 仕 事

(millwright)を 廃 絶 さ せ,機 械 技 師

(mechanicalenginner)を 導 入 し た」 と敬

意 を述 べ た.彼 は1850年 に は王 立 学士 院 の メ

ンバー に選 出 され,1869年 に は男 爵 に叙 せ ら

れ た.彼 の弟 ピー ター(P.Fairbairn,1799-

1861)も,紡 織機 械 で 多 くの発 明 をな して著

名 な技 師 とな り爵位 を授 け られ た.(7)

科 学 的 な造 船 業 は,ジ ョン ・ラ ッセ ル(J.

S.Russell,1808-82)に 始 まる.そ れ 以 前 で

は船 舶 の設 計 と建 造 は,技 師 の勘 と経験 に よ

り行 わ れ て きた.ラ ッセル は グ ラ ス ゴウ のパ

ー クヘ ッ ド(Parkhead)の 牧 師 の 息 子 に 生

まれ,グ ラス ゴ ウ大 学 を卒 業 した.彼 は,当

初,運 河使 用 の平底 荷 物 船 の設 計 を通 じて船

舶 運航 に対 す る水 の 抵抗 に関 心 を持 ち,1837

年 に エ デ ィンバ ラの 王 立学 士 院 で調査 報 告 を

な した.さ らに船 舶 の並 進 に伴 う波形 を分 析

し,船 舶 建 造 の 波線 を考 案 した.そ して1854
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年 に,当 時 と して は画期 的 な 巨大 鉄 船 『グ レ

ー ト ・イ ー ス タ ン 号 』(GreatEastern)を

建 造 した.同 船 は,著 名 なス コ ッ トラ ン ド人

鉄 道 技 師 ブ ラ ン ネ ル(1.Brunel,1806-59)

が フ ェ ァバ ー ンの 架橋 方法 で考 案 した 多核 様

式 に よ る建 造 を採 用 した.(8)さ ら に ダ ンバ

ー ト ン(Dumbarton)の デ ニ ー(W .

Denny,1847-87)が 研 究 した企 画 に基 き,初

め て模 型船 を作 って の実 験 ・試験 を繰 り返 し,

これ らの偉 大 な ス コ ッ トラ ン ド人技 師 の合 作

と して,『 グ レー ト ・`_ス タ ン号 』 は世 に

出 され た.(9)

さ らに 同 時期 の ス コッ トラン ドの クラ イ ド

渓 谷 の 造船 業 地 域 には,ゴ バ ン(Govan)出

身の,も うひ と りの著 名 な造 船 技 師 エ ル ダー

(J.Elder,1824-69)が 活 躍 した.エ ル ダ ー

はス コッ トラ ン ド造船 業 の揺 篭 とな っ た海事

機 関 の発 明 ・改 良 で有 名 な ネ イ ピア造船 所 で

徒 弟修 業 を し,古 くは イ タ リア の ダ ・ヴ ィ ン

チ が 着 想 し,ワ ッ トが提 案 した鉄 製 ス ク リュ

ー ・プ ロペ ラ制 作 を実 現 し た
.エ ル ダ ー は

「ワ ッ ト以 来 の天 才 技 師」 と称 え られ た が 若

く して事 故 死 し,彼 の功 績 を讃 えて グ ラス ゴ

ウ大 学 の造船 学 講座 に彼 の名 前 が冠 され るに

至 っ た.(10)

この プ ロペ ラ実 用 化 に至 る歴 史 を若 干 触 れ

て お くと,1812-25年 の 問 に ダ ンパ ー(Dun-

bar)の 漁 師 の 息 子 に 生 ま れ た ウ ィ ル ソ ン

(R.wilson,1803-82)が 試 作 を繰 り返 し,

水 中 ス ク リュー の ほ うが 外 輪 よ りも効 率 的 な

こ と を証 明 し,1828年 に は高 地 協 会(High-

IandSociety)か ら表 彰 され た.し か し海 軍

や 権 威 筋 か ら認 知 を得 られ な か った.次 い で

ヘ ン ドン(Hendon)の 農 夫 ス ミ ス(F .P.

Smith,1808-74)が 噂 を聞 い て1836年 に特 許

ス コ ッ トラ ン ド ・ル ネ ッ サ ン ス 研 究(4) 3

を 得 た が,ア ル キ メ デ ス 原 理(Ar-

chimedean)の ス ク リュー が パ デ ィ ン グ トン

(Paddington)運 河 で壊 れ た の を機 に研 究 し,

1845年 に ウ ィル ソ ン 同型 の プ ロペ ラ着 想 に至

っ た.ま た ス エ ー デ ン 人 エ リ ッ ク ソ ン(J.

Ericsson)が ス ミス の1月 後 に ス ク リュー ・

プ ロペ ラの 特 許 を取 り,ア メ リカ に渡 り,そ

こで採 用 され た.ウ ィル ソ ンの二 重 式 ス ク リ

ュー ・プ ロペ ラ は,1880年 に な っ て認 知 を受

け ホ ワ イ トヘ ッ ド魚 雷(Whitehead丘sh-

torpedo)に 採 用 さ れ,彼 は500ポ ン ドの 賞

金 を受 け た.そ の後 ウ ィル ソン は,マ ン チ ェ

ス ター の ネ イ ス ミス とパー トナー を組 み,ネ

イ ス ミスに よ る1843年 特 許 の 自動 蒸 気 ハ ン マ

ー の発 明 に 貢 献 した .

燈 台 建 設 と関 連 ビ ジ ネ ス に つ い て は,造

船 ・海 運 業 発 展 の基 礎 ・必 須 分 野 で あ っ た.

そ こで は エ デ ィバ ラ在 の ロバ ー ト ・ス テ ィー

ブ ン ソ ン(RStevenson,1772-1850)と 彼

の3人 の 息、子,ア ラ ン(Allan,1807-65),

デ ィ ビ ッ ド(1815-86),ト ー マ ス(1818-87)

が挙 げ られ,末 っ子 トー マ スが 文 豪 ス テ ィー

ブ ン ソ ン(RoberLouisStenvenson)の 父

で あ る.(11)彼 らは 北 方 燈 台委 員 会(Board

ofNorthernLighthouses)の 技 師 と して,

ス コ ッ トラ ン ド遠 隔 地 の僻 地 ・諸 島 周 辺 の 燈

台建 設 ・維 持 に活 躍 した.ロ バ ー トは グ ラ ス

ゴ ウで西 イ ン ド貿 易 商 人 の 息 子 に生 まれ,ア

ン ダ ー ソ ン ・カ レ ッ ジ(AndersonCol-

1ege)に 学 び,燈 台委 員 会 で の仕 事 以 外 に エ

デ ィンバ ラ で土 木 工 事 に従 事 した.当 時 は 固

定 灯 が一 般 的 で あ っ たが,彼 は定 期 的点 滅 を

可能 と して信 号 化 す るの に成 功 した.エ デ ィ

ンバ ラ郊 外 にベ ア リン グ球 で動 くク レー ン を

持 つ 世 界 最 新 式 ベ ル ・ロ ッ ク 燈 台(Bell
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RockLight)を 建 設 し た.息 子 ア ラ ン は,

著 名 な1843年 の ス ケ リ ィ ボ ー(Skerryvir-

e)燈 台 を含 め て10燈 台 を建 設 し た.ま た プ

リ ズ ム ・リ ン グ(prismaticrings)を 導 入

し,1850年 に は 『燈 台 論 』(Treatiseon

Lighthouses)を 出版 した.2番 目 の 息 子 デ

ィ ビ ッ ドも多数 の燈 台 を作 っ たが,か な りの

数 が 日本 へ 送 られ た.(12)そ して 地 震 の 多 い

日本 用 に対 震 構 造 を考 案 した こ とで も有 名 で

あ る.さ らに1870年 に,パ ラフ ィ ン ・オ イル

(parafinoi1)の 発 明 者 ヤ ン グ(J.Young)

よ りも14年 も前 に,同 オ イル を燃 焼 させ て 燈

台光 と して導 入 した こ とで知 られ る.

ち な み に ガ ス燈 は,1817年 に ア メ リカの ビ

ー バ ー ・テ イ ル(BeaverTail)燈 台 で 始 め

られ,ス コ ッ トラ ン ドでは1837年 にエ ア 州 の

ツ ルー ン(Troon)で 開 始 され.た.ア ラ ンは,

また気 象 学 に も関 心 が あ り,有 名 な温 度 計 の

ス テ ィー ブ ン ソ ン ・ス ク リー ン(Stevenson

screen)を 発 明 した.こ の よ うに して ス テ ィ

ー ブ ン ソ ンー 家 を 中心 に イ ギ リス燈 台技 術 は

発 展 し,彼 らの功 績 に対 して,全 貝 が エ デ ィ

ンバ ラ王 立 学 士 院 メ ンバー に選 ば れ,ト ー マ

ス は会 長 に,デ ィ ビ ッ ドは 副会 長 に選 出 され

た程 で あ る.(13)

また も うひ とつ の 同時代 を代 表 す るス コ ッ

トラン ド科 学 者 一 族 は トム ソ ン家 で あ っ た.

先 ず ベ ル フ ァー ス ト(Belfast)大 学 と グ ラ

ス ゴ ウ大 学 で数 学 教 授 をつ とめ た ジ ェー ム

ズ ・トム ソン(J.Thomson,1786-1849)に

始 ま り,彼 の息 子 ジ ェー ム ズ(James,1822-

92)と ウ ィ リア ム(William,の ち の ケ ル ビ

ン卿LordKelvin,1824-1907)で あ る.兄 ジ

ェ ー ム ズ は,1857-73年 間 に ベ ル フ ァー ス ト

大 学,1873-89年 間 に グ ラス ゴ ウ大 学 で 土 木
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工学教授 をつ とめ た.ジ ェー ムズは1850年 の

有名 な渦巻 輪(vortexwaterwhee1)を 初

め 多 くの発 明 を行 い,ま た気圧が水の氷結 を

下げ る原理 を発見 し,そ れ を後継 して ケル ビ

ン卿が絶対温度 を証明 した ことで も有名であ

る.

ケル ビン卿 は,1873-1878年 の間 に海事 用

の正確 なコンパ スを発明 して,大 洋航海 を試

み る海事 技師へ の大 きな指針 となった.ケ ル

ビン卿 は文 字通 り物理 学 の帝 王(Kzngof

Physics)と 賞賛 され る偉大 な発明 をな した.

彼 は12歳 で グラスゴウ大学に入学 し,卒 業後

ケンブ リッジ大学 に学び,23歳 で帰 国 して グ

ラス ゴウ大学 自然物理 学教授 とな り,53年 間

同職 にあって世 界か らグラスゴウ大学 に集 ま

る英才達 に近代科学 を教 えた.ケ ル ビンは,

地球の年齢測定法,ナ イアガ ラの滝 を見ての

水力発電構 想,大 西洋 ケーブルの敷設,分 子

動学の理論 形成 と光波伝達理論 と大 きな貢献

を示 した.彼 は王立学士院の院長に選 出され,

また1882年 には爵位 を授与 された.(14)

またケル ビンと並ぶ科学者 として 「近代 土

木工 学 の父」 と讃 え られ る ランキ ン(W.J.

M.Rankine,1820-1870)が いた.エ ディン

バ ラの技師の息子に生 まれ,鉄 道技 師 として

の経験 を積 み,熱 力学 でケル ビン卿 と共同研

究 をして華氏温度 の測定法 を発見 し,分 子物

理学,船 舶航行 の抵抗の分析 や ランキン循環

と言われ る蒸気機 関のエ ネル ギー変化 を論証

したこ とで も有名 である.彼 は初代 ゴウ ドン

教授 を後継 して,グ ラスゴウ大学第2代 の土

木工学教授 とな った.(15)

この頃,1833-59年,エ デ ィ ンバ ラ大学 の

自然物理学教授 には前職 レス リー を後継 した

フォー ブス(J.D.Forbes,1809-68)が いた.
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彼 は ピ ツ リゴ(Pitsligo)の ウ ィ リア ム ・フ

ォー ブ ス卿(SirWillioamFforbes)の 息 子

に生 まれ,エ デ ィバ ラ大 学 で熱 力 学 を学 び,

熱 に も分 極 現 象 が あ る こ とを発 見 した.24歳

の 時 に,英 国科 学促 進 連合(BritishAssoci-

ationofAdvancedScience)の 創 立 に参 画

し,翌 年 に は王 立 学士 院 の メンバ ー に選 ば れ,

太 陽光 線 と大 気 の 関係 を究 明 して 王 立 メ ダル

を受 け た.ま た彼 は最 初 の地 震 計 の 設 計 で も

有 名 で あ る.彼 の 後 継 者 は,ダ ル ケ イ ス

(Dalkeith)出 身 で父 が バ ックル ー 公(Duke

ofBuccleuch)の 秘 書 で あ り,ま た ケル ビ ン

卿 の共 同研 究 者 で あ っ た テ イ ト(P.G.Tait,

1831-1901)教 授 で,気 体 運 動 論 で 第 一 入者

で あ った.さ らに 彼 の 後 継者 は,エ デ ィ ンバ

ラ茶 商 人 の 層、子 に 生 まれ テ イ ト教 授 の助 手 で

あ った ス チ ュア ー ト(B.Stewart,1828-87)

で,熱 物 体 か らの 熱 線放 射 や 分 光 分析 で著 名

とな った.彼 の研 究 を元 に ドイ ツ人科 学 者 フ

ラ ウ ン ホー フ ァー(J.Fraunholfer,1787-

1826)は 分 光 放 射 の 論 証 を行 い,ま た ス ン

ト ・ア ン ドリュ ー ズ大 学 の 自然 物 理 学教 授 ス

ワ ン(W.Swan,1818-94)は ス ペ ク トラ ム

の緋 色 はナ トリウム の特 徴 で あ る こ とを発 見

した他,太 陽光 の分 析,ま た太 陽 黒 点 と大 気

の 関係 を究 明 した.ス ワ ン は1862年 に は王 立

学士 院 メンバ ー に選 ば れ た.ま た スチ ュ アー

トが 気 象 学(meteorologicalstudies)に 関

心 を持 っ た頃,2人 の ス コ ッ トラ ン ド人 が磁

気妨 害(magneticdisturbance)の 研 究 を進

め た.ド イ ツの ミュ ンヘ ン近 くの観 測 所 勤 務

経 験 の あ るブ レマ ー(Braemar)の 関 税 職

貝 の 息 子 に 生 ま れ た ラ モ ン ト(J.von

Lamont,1805-799)と ダ ン ブ リュー 州 出 身

で 教 師 の 息 子 に 生 ま れ マ ー カ ー ス タ ウ ン
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(Markerstoun)の ブ リ ス ベ イ ン(T.M.

Brisbane)卿 の 磁 気 観 測 所 の 所 長 を つ とめ

た ブ ラウ ン(J.A.Broun,1817-79)が い た.

前 者 は ヨー一ロ ッパ 各 地 の磁 気 調 査 を行 い,太

陽黒 点 と磁 気 嵐 の 関係 を究 明 した.彼 は1837

年 に 天 王 星(Uranus)の 衛 星 を発 見 し た.

後 者 は地球 上 の 地磁 気 を調 査 しラ モ ン トよ り

も正 確 な数 値 を 出 した他,太 陽 黒点 が 現 れ る

と約26日 間 の磁 気 嵐 が生 じる法 則性 を公 表 し

た.(16)

ま た エ デ ィ ン バ ラ の 眼 科 医 ニ コ ル(W.

Nico1,1768-1851)が 分 極 光 を特 別 の平 板 に

映 し出す ニ コル ・プ リズ ム(Nicolprism)

を発 明 し,そ の理 論 的裏 ず け をカー コル デ ィ

(Kircaldy)出 身 で 「時 代 を代 表 す る 科 学

者 」 と称 賛 さ れ た サ ン グ(E.Sang,1805-

90)が1834年 に 王 立学 士 院 で研 究 報 告 を行 っ

たが,彼 の死 後 に そ れ が 印刷 さ れ,多 くの注

目を浴 び た.ま た彼 は1836年 頃か ら地球 の 自

転 に 関心 を持 ち,回 転 儀(gyroscope)構 想

を発 表 し た 他,対 数 研 究 で も著 名 で あ っ

た.(17)そ の他,こ の時代 の 無 視 で きな い科

学 者 に ウ ォ ー タ ー み ト ン(J.Waterston,

1811-84)が お り,1846年 に 王 立 学 士 院 で

「気 体 分 子 間 の 運 動 エ ネ ル ギ ー 同量 の 法 則 」

や 今 日使 用 され る化 学 記 号 表 記案 を発 表 した

が,何 年 後 か に マ ク ス ェル(J.C.Maxwell,

1831-79)が 再 発 見 す る ま で評 価 さ れ る こ と

はな か っ た.

マ クス ェ ル は,ダ ン フ リー州 の 資産 家 地 主

で弁 護 士 の 息子 に生 まれ エ デ ィ ンバ ラ大 学 に

学 ん だが,王 立 学 士 院 で最 初 の報 告 を15歳 の

時 に した程 の秀 才 で あ っ た.マ クス ェ ル は ア

バ デ ィー ン大 学,ロ ン ドン大 学 で教 鞭 を と り,

1851年 か らは ケ ン ブ リッジ大学 の 自然 物 理 学,
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さ らに1871年 に は同大 学 実 験 物 理 学教 授 とな

っ た.彼 を最 も有 名 に した の は1856-73年 の

間 の フ ァ ラ デ ィ研 究 を さ ら に 進 め た 電 気 力

線 ・磁 石 線研 究 であ り,そ の成 果 が 「マ クス

ェル の 方程 式 」 であ る.ま た気 体 分 子 運動 の

研 究 も進 め,気 体 の 色 変化 の法 則 を公 表 して,

1860年 に 王 立 学 士 院 の ラ ム フ ォ ル ド(Rum-

ford)メ ダ ル を受 け た.(18)

時 代 を象 徴 す る新科 学分 野 に写 真 が 挙 げ ら

れ る.近 代 写 真 術 は1839年 に発 明 され,フ ラ

ン ス人 ダ ゲ ー ル(L.J.M.Daguerre,1787-

1851)と ス コ ッ トラ ン ド人 の タル ボ ッ ト(F.

Talbot,1800-77)の2人 で,彼 らは 先 駆 者

フ ラ ン ス 人 ネ プ ス(Niepce,1765-1833)の

銀 板 印 画法 を進 め て,完 成 した と され る.タ

ル ボ ッ トの ネ ガ熱 写 方 法 を,エ デ ィンバ ラの

カ ル ト ン(Calton)丘 の 画 家 ヒ ル(D.0.

Hill,1802-70)が,1843-48年 の 間 に 助 手 ア

ダム ソ ン(R.Adamson)と 一 緒 に実 験 ・改

良 した と言 わ れ る.

19世 紀 中 頃 に は,ま さに科 学 の時 代 の繁 栄

を象 徴 して,内 外 に 多 くの 自然 科 学 者 が 登 場

した.フ ァ ラデー は,先 述 の よ うに 自 ら をデ

ィ ビ ィ(Davy)の 弟 子 と任 じ,1831年 の 彼

の 「ダ イナ モ の 原理 」 つ ま り電磁 気 誘 導 の発

見 は,ワ ッ トの蒸 気 機 関 の 発 明 と並 び評 され,

近代 市 民生 活 の根 幹 をなす 発見 とされ た.

1832年 に,フ ァ ラデー は電気 化 学 の基 礎 を

なす 電気 化 学 同価 の法 則 を提起 した.電 気 エ

ネ ル ギー を熱 エ ネ ル ギー に転 換 す る方 法 と同

価 の 法 則 は,1840年 に ダ ル トン(Dalton)

の弟 子 で マ ン チ ェ ス タ ー 出 身 の ジ ュー ル(J.

P.Joule,1818-89)に よっ て実証 され た.ジ

ュー ル は,生 涯 を通 じてエ ネ ル ギ ー転 換 の課

題 に取 り組 み,1849年 に機 械 エ ネ ル ギー を熱

経 済 論 集Vol.XXXI,No.1・2・3・4

エ ネ ル ギー の変 換 と測 量 法 を提 起 した.ヨ ー

ロ ッパ 大 陸 で は,1857年 に 気体 分 子 論 を構 成

した クラ ウ ジウ ス(R.J.Clausius,1822-88)

や,マ ク ス ェル以 前 に お い て スペ ク トル分 析

器 械 の 発 達 に 貢 献 し た ス チ ュ ア ー一ト(B.

Stewart,1828-87)と 同時代 の ドイ ツ人 ヘ ル

ム ホ ル ツ(H.C.Helmholtz,1821-94)と キ

オ ホ フ(G.R.Kirchoff,1824-87)が 挙 げ ら

れ る.(19)

また19世 紀 中葉 の ス コ ッ トラ ン ド社 会 の 近

代 化 ・都 市化 に連 動 して,グ ラス ゴウや エ デ

ィンバ ラの 人 口は 急増 したが,同 時 に新 しい

エ ン ジニ ア リン グ と し て,衛 生 工 学(sani-

taryengineering)が 生 まれ,上 下 水 道 の 敷

設 や 水 源 の確 保 と関連 して 発達 した.特 にペ

イ ズ リー(Paisley)生 ま れ の シ ャ ン ク ス

(J.Shanks,1825-95)が 「衛 生 工 学 の 父 」

と讃 え られ た.

水 洗 トイ レの 発 想 は1860年 頃 に イ ン グラ ン

ドで始 ま り ヨー ロ ッパ 大 陸 に伝 播 した が,衛

生 工 学 の大 半 の 発 明 ・改 良 は シ ャ ン クスー 族

で行 わ れ,彼 は1863年 以 降 に60以 上 の特 許 を

獲得 し,多 くの器 具 を発 明 し現代 都 市 の衛 生

の 大 半 を形 成 した 言 っ て も過 言 で は な か っ

た.(20)

また世 界最初 の ク ラン クで推 進 す る 自転 車

が,ダ ウ フ リー ズ州 の ソ ー ン ヒ ル(Thorn-

hill)の 親 子2代 の鍛 冶工 で あ るマ ク ミラ ン

(K.MacMillan,1813-78)に よ っ て 発 明 さ

れ た.1837年 頃 か ら試 作 を試 み,1842年6月

に 彼 は グラ ス ゴ ウ まで の70マ イル を 自転 車 で

ほ ぼ1日 で走行 した.そ の 自転 車 走行 を見 た

レ ス マ ヘ イ ゴ ウ(Lesmahagow)の 酒 屋 の

ダ ル ゼ ル(G.Dalzel1,1811-63)は,近 隣 の

鍛 冶工 レス リー(J.Leslie)に 依 頼 して模 作
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を作 った が,そ れ か ら数年 を経 て全 イ ギ リス

中 に 自転 車 が普 及 した.

な を前輪 に クラ ン クがつ い た 自転 車 は1865

年 に パ リの ラ ルマ ン(P.Lallement)が,現

代 に近 い安 全 自転 車 は1885年 頃 に発 明 され た.

次 い で 自転 車 に関 連 した タイ ヤ(tyre)に つ

い て 述 べ る と,ス ト ン ヘ イ ブ ン(Stone-

haven)の 商 人 の 息 子 で ア メ リカ で エ ン ジニ

ア リン グに興 味 を持 ち,西 イ ン ド諸 島で の事

業 経 験 を持 つ トム ソ ン(R.W.Thomson,

1822-73)が1845年 に 弾 力 ゴ ム製 タ イ ヤ を発

明 した.ま た彼 は フ ァ ラデ ーや ロバ ー ト ・ス

テ ィー ブ ン ソン とは知 己で あ りT多 くの発 明

を手 が け1852年 に ジ ャバ で 製糖 機 械,1860年

に港湾 用 の移 動蒸 気 ク レー ン を発 明 した他,

1849年 に万 年筆 を発 明 した こ とで も有 名 で あ

る.な を1887年 に,ダ ン ロ ッ プ(R.Dun-

10p)が ゴ ム 製 空 気 タ イ ヤ を 発 明 し た.(21)

電信 技術 は イ ン グ ラ ン ドで,1837年 に ウ ィー

ス トン(Wheatstone,1802-75)と ク ッ ク

(Cooke,1806-79)の 共 同成 果 と して登 場 し,

モー ル ス(S.F.B.Morse,1791-1872)が 改

良 して 充分 に満 足 な 送信 を可能 と した.

無 線 電信 術 の発 展 に 貢献 した ス コ ッ トラ ン

ド人 技 師 と して,1854年 に フ ォ ル フ ァ(For-

far)州 カー マ イ リ(Carmyllie)出 身 の リン

ゼ イ(J.B.Lindsay,1799-1862)が ダ ン デ

ィで2マ イル 幅 の タ イ(Tay)河 で実 験 成 功

して,水 中 を送 電 す る特 許 を獲 得 した.彼 は

1834年 に 自分 の 家 を電気 装 飾 して 有名 とな っ

た.も うひ と りの 電信 で有 名 な ス コ ッ トラ ン

ド人 は ケ イ ス ネ ス(Caithness)出 身 の ベ イ

ン(A.Bain,1810-77)で,1834年 に 自動 化

学電 信 を発 明 した.モ ー ル ス は,1836年 にベ

イ ンの方 法 や ケ ル ビ ン卿 のサ イ フ ォ ン式記 録
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計 を も導 入 して 高 度 な電信 計 と した.な をベ

イ ン は電 気 火 災 報 知器 の 発 明 で も有 名 で あ る.

ま た ミ ドロ シ ア ン(Middlothian)の ス ン

ト ・カ ス バ ー ツ(St.Cuthbert's)出 身 の ブ

リー バ ー ン(J.Freeburn,1808-76)は 砲 手

出 身 で1846,47年 に 木 製 ・金属 製 ヒュ ー ズ を

発 明 して,陸 軍 に採 用 され た.ま た ケ イス ネ

ス の 第14代 伯 爵 の シ ン ク レ ア(J.Sinclair,

1821-82)が 巻 尺 や 重 力 測 定 コ ンパ ス を発 明

した.

また19世 紀初 め に は,近 代 都 市生 活 に不 可

欠 な気 象 庸報研 究 が ウ ィル ソ ンや メル ビ ィル

の先 駆 的 業 績 に 基づ き展 開 され た.グ レ イ シ

ァ(Glaisher,1809-1903)は 気球 実 験 と気 象

学 文 献 の 収 集 に 従事 した.ま た1867年 に 『寒

冷 期 間』(ColdSpells)を 発 表 した ブ キ ャ ン

(A.Buchan,1827-1907)が い た が,彼 は キ

ン ロ ス(Kinross)州 の 息 子 で学 校 教 師 を し

なが ら,ス コッ トラ ン ド気 象協 会 書 記 に就 い

た.ま た ア イ ラ(lslay)島 の 地 主 の 息 子 に

生 まれ た キ ャ ンベ ル(J.F.Campbell,1822-

85)は,ス トー クス(Stokes)と 一協 力 して,

太 陽光 記録 計 を発 明 した.(22)

数 学 で は エ デ ィバ ラ大 学 の 医学 教 授 の息、子

に生 まれ 著名 な グ レ ゴ リー 一 族 の最 後 とな っ

た フ ァ ー ガ ソ ン ・ グ レ ゴ り 一(D.F.

Gregory,1813-44)が,数 学 に 強 い ス コ ッ ト

ラ ン ドの伝 統 を継承 し,特 に近 代代 数 学 で貢

献 し た.友 人 に1843年 に 四 元 数(quater-

nions)を 発 見 し た ア イル ラ ン ド人 ハ ミル ト

ン(Hamilton,1805-65)が い た.(23)

応 用化 学 で は,グ ラス ゴ ウ家 具 業 者 の息、子

に生 まれ グ ラス ゴ ウ大 学 で化 学 を学 び,石 油

精 製 工 業 の 創 始 者 と な っ た ヤ ン グ(J.

Young,1811-83)が 出 た.ヤ ン グ は,ロ ン
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ドン の ユ ニ バ ー シ ィ テ ィ ・カ レ ッ ジ(Uni-

versityCollege)の ス コッ トラ ン ド人化 学教

授 の グ レ ア ム(T.Graham)の 助 手 を つ と

め,マ ン チ ェ ス ター に移 りテ ナ ン ト化 学 工 場

の経 営 者 とな った.彼 は1847年 頃 に ダー ビー

州 ア ル フ レ トン(Alfreton)の 炭 坑 で見 た油

貯 蔵 に ヒン トを得 て,1850年 に 蜀 炭(cannel

coaD蒸 留 の特 許 を獲 得 した.彼 は次 い で ブ

ーーッ ク スバ ー一ン(Broxburn)と ウ ェ ス ト ・

カ ル ダ ー(Calder)地 域 の 油 分 を含 む 頁 岩

(shale)に 注 目 し,潤 滑 油(lubricant)と

ナ フ タ油(naphtha)製 造 を企 画 し た.1856

年 に,彼 は グ ラ ス ゴ ウ の ミ ラ ー(G.

Miller)社 を訪 問 しsヤ ン グ社 の 石 油 を再 精

製 して 無 臭 白色 の 油 を作 って い るの を見 て,

即 座 に 自社 の ナ フ タ油工 場 を転 換 してパ ラ フ

ィ ン油 製 造 工 場 と した.

3年 後 に ア メ リカ ・ペ ン シルバ ニ ア で ドレ

イ ク(E.Drake)大 尉 が 地 中 の 原 油 を発 見

す る.ヤ ン グは1873年 に 王 立学 士 院 メンバ ー

に選 ば れ た.興 味 深 いの は,彼 が ア ンダー ソ

ン ・カ レ ッ ジ とグ ラ ス ゴ ウ大 学 で 同級 生 で あ

っ た リビン グス トン(D.Livingstone)の ア

フ リカ 探 険 隊 派 遣 に 資 金 援 助 し た こ とで あ

る.(24)テ ナ ン ト社 に関連 して も うひ と り,

エ ア の海 軍大 尉 の 息、子 に生 まれ た優 れ た ス コ

ッ トラ ン ド人 化 学 者 で あ る ク ラ ー ク(T.

Clark,lsal67)の 貢献 が 挙 げ られ る.彼 は

1841年 に石 灰 水 を加 え て水 を軟 化 す る方 法 を

発 明 した他,水 の 強 度 に合 わせ た石 鹸 を発 明

した.そ して彼 は1833-60年 の 間,ア バ デ ィ

ー ン大 学 の化 学教 授 をつ とめ た .ま た1860年

に は,グ ラ ス ゴ ウ 市 内 バ ア ヘ ッ ド(Barr-

head)の キ ヤ ラ コ奈 染 業 者 の 息 子 に生 ま れ

た ス テ ンハ ウ ス(J.Stenhouse,1809-80)は,

経 済 論 集Vo1.XXXI,No.1・2・3・4

グ ラ ス ゴ ウ大 学 に学 び父 親 の工 場 を手 伝 う間

に,木 炭 が ガ ス ・煙 の消 臭 ・消毒 作 用 が あ る

こ とを発 見 し防 毒 マ ス ク(respirator)を 制

作 した.彼 は1848年 に は王 立 学士 院 メ ンバ ー

に選 ば れ,1865年 には 王立 造 幣 局 の検 査 主 任

に任 命 され た.ス テ ンハ ウス は,ス ミス(R.

A.Srnith,1$17-84)と 一 緒 に ドイ ツの ギー

サ ン(Giessen)で 生 活化 学 の 第 一 人者 リー

ビ ッ ヒ(J.vonLiebig,1803-1873)の 下 で

動植 物 と大 気 の関 係 を研 究 した.ス ミスは 帰

国 後,イ ギ リス にお け る大気 汚染 化 学 の パ イ

オニ ア とな り,1872年 に は衛 生 化 学 の観 点 か

ら 『大 気 と雨』(AirandRain)を 公 表 した.

先 述 の数 学 の フ ァー ガ ソ ン ・グ レゴ リー の

兄 ウ ィ リア ム(W.Gregory,1803-58)は16

番 目の グ レ ゴ り一 と して グ ラス ゴウ大 学 の 化

学 教 授 か らアバ デ ィー ン大 学,最 後 に1844年

に エ デ ィ ンバ ラ大 学 化 学 教 授 に就 い た.彼 は

1831年 に塩 酸 モ ル ヒネ を作 り,純 粋 モ ル ヒネ

製 造 法 を発 表 した.し か し彼 の最 も著 名 な業

績 は,シ ンプ ソ ン(J.Y.Simpson,1808-59)

が麻 酔 法 と して の価 値 を示 した2年 後 の1849

年 に マ ク フ ァ ラ ン(J.F.Macfarlan,1790-

1861)と 共 同 し て,純 粋 ク ロ ロ ホ ル ム

(chloroform)を 創 出 した こ とで あ る.シ ン

プ ソ ンは,バ ー スゲ イ トの銀 行 員 の 息 子 に生

まれ1832年 にエ デ ィ ンバ ラ大 学 卒 業 し,1839

年 に は,同 大 学 産 婦 人科 教 授 とな っ た.

グ レ ゴ リー の後 継 者 は,イ ン ド行 政 府官 吏

の 息 子 に生 まれ た ラ イオ ン ・プ レフ ェ ア(L.

Playfair,1818-98)卿 で あ る.彼 は1848年 に

王 立 学士 員 メンバ ー に選 ば れ,1892年 に は 爵

位 を授 与 され た.プ レイ フ ェア卿 は,先 述 の

ヤ ン グ と同 じよ うに グ ラ ス ゴウ とロ ン ドンで

グ レ アム に 師事 し,さ らに ドイ ツ の ギー サ ン
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で は ス テ ンハ ウ スや ス ミス の よ うに リー ビ ッ

ヒに師事 し時代 を象 徴 す る科 学 者 とな っ た.

ま た鉄 工 業 で は,ス コ ッ トラ ン ド固有 の黒

帯 鉄 鉱石(blacbandironstone)の 利 用 法 を

発 見 したマ シュ ッ ト(D.Mushet)の 息子 ロ

バ ー一 ト(R.F.Mushet,1811-91)が 鋳 鋼

(castiron)を,ベ ッセ マー 工 法 でマ ン ガ ン

を含 む 鏡 鉄(spiegeleisen)へ と転 換 製 造 で

き るこ とを発 見 した.マ シ ュ ッ トが特 許 申請

を しなか った の で,多 くの 業 者 が 同発 明 を利

用 す るに至 るが,彼 が ベ ッセマ ー工 法 の普 及

に 貢 献 し た こ とか らベ ッセ マ ー(H.Bes-

semer,1813-98)卿 か ら年 賦 金 を得 た こ とで

知 られ る.ロ バ ー ト ・マ シュ ッ トは1856年 の

イ ギ リス科 学促 進 会 議 で,自 らの考 案 したべ

ッセ マー 工 法 の 利用 法 を報 告 したが,そ れ は

ジー メン ス工 法 が代 替 す る直前 の こ とで あ っ

た.ジ ー メン ス 自身 は,ス コ ッ トラ ン ドの ロ

バ ー ト ・ス ター リン グ(RStirling)か ら熱

再 生 法 を学 んだ.

また フ ラン スの マ ー テ ィン兄 弟 が1864年 に

ベ ッセ マー 工 法 の 改 良平 炉 を発 明 したが,世

界 で2番 目 とされ る平 炉 は ス コ ッ トラ ン ドの

ラナ ー ク州 の ホー ル サ イ ド(Hallside)で 実

験 され た.ま た他 に も注 目 され る冶 金 業 で の

発 展 と し て は,1875年 に トー マ ス(S.G.

Thomas,1850-85)が ベ ッセ マー 工 法 での燐

除去 法 を発 見 した こ とで あ る.(25)

化 学研 究 で は ヨー ロ ッパ 大 陸 の ドイ ツが最

も顕著 な発 展 を見 たが,ス コ ッ トラ ン ドで も

世 界 的評 価 に価 す る2人 の化 学 者 が登 場 した.

先 ず グ ラス ゴウ商 人 の 息 子 に生 まれ1830年 に

ア ン ダー ソン ・カ レ ッ ジの化 学 教 授 とな った

グ レア ム(T.Graham,1805-69)で あ り,

彼 は1837年 に は ロ ン ドンの ユ ニバ ー シ テ ィ ・

ス コ ッ ト ラ ン ド ・ル ネ ッ サ ン ス研 究(4) 9

カ レ ッジ に化 学 教 授 に招 か れ,続 いて1855年

に 造幣 局(RoyalMint)長 官 に任 命 さ れ た.

彼 の業 績 は,1833年 にエ デ ィ ンバ ラ王 立 学 士

院 報告 集 に掲 載 され た 「グ レア ムの 法 則 」 と

呼 ば れ る 気 体 拡 散 研 究 と コ ロ イ ド(col-

loids)科 学 の 確 立 に あ っ た.グ レ ア ム は

1834年 に王 立 学 院 メンバ ー一に選 ばれ,1840年

に は 王 立化 学 協 会 設 立 に際 して は会 長 に選 ば

れ た.同 協 会 か ら,多 くの世 界 的 な物 性 化

学研 究成 果 が発 表 さ れ て ゆ く.物 性 化 学 で は

フ ラ ン ス の プ ワ ザ ー ユ(Poiseuille,1799-

1840)は 物 体 の粘 性 を研 究 し1840年 に液体 流

動 論 を 演 繹 的 に 証 明 し,レ イ ノ ル ズ

(Reynolds,1842-1912)は1883年 に物 性 の流

動 の 速 度 と距離 に 関 して の正 確 な実 験 結 果 を

発 表 した.

さ らに有 機 ・無機 化 学 の 双 方 で,著 しい発

展 の時期 を迎 えた.ダ ル トンの 原子 運 動 論 以

来,多 くの科 学 者 が 同研 究 に参 入 した.ド イ

ツ 人 ケ イ キ ュ レ イ(Kekule,1829-96)が,

1858年 に炭 素 は4価(quadrivalent)で 他 の

炭 素 原 子 と連 環 を形 成 す る理 論 を提 起 した が,

この公 表 の2カ 月 前 に,ス コ ッ トラ ン ドの カ

ー キ ン テ ラ(Kirkintilloch)出 身 の クー一パ ー

(A.S.Couper,1831-92)が 同 問題 に一 層 詳

細 な報 告 を な しなが ら,結 局,ケ イキ ュ レイ

理 論 を後 押 しす る結 果 とな りクー パ ー 自身 の

名 前 は忘 失 され る不 幸 な 結 果 とな った.こ の

分 野 で は,1869年 にRシ ア に メ ンデ レー エ フ

(D.1.Mendeleev,1834-1907)が 登 場 し,原

子 の周期 表 を公 表 した.ま た物 性 化 学 で は,

1867年 に ノ ル ウ ェー 人 ガ ル ドベ ル グ(Guld-

berg)と ボ ウ ガ(Waage)が 分 子 運 動 に お

け る化 学 反 応 の 同 量 の定 理 を発 表 した.1877

年 に ギ ッブ ス(J.W.Gibbs)が 『状 相 理 論 』
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(PhaseRule)を 発 表 した他,1850-70年 間,

現代 的 な 原 子 ・分 子 論,原 子価 や化 学反 応 速

度 につ い て 多 くの研 究 をな した.化 学研 究 で

は,光 学分 野 で の水 晶体 の分極 化 と回転 につ

い て ア ラ ゴ(Arago)や フ レ ス ネ ル

(Fresnel)が い た.1830年 に バ ジー リア ス

(Berzelius)は 化 学 異 性(isomerism)の 存

在 を立 証 した.彼 の 生徒 の ドイ ツ人 ミッ トシ

ャ リ ッ ク ス(Mitscherlich,1794-1863)は

1840年 に,光 学上 に も異性 関 係 が 存在 す る こ

と を発 見 した.フ ラン ス 人科 学 者 パ ー ス ツー

ル(L.Pasteour,1822-95)も 光 学 異性 体 の

分 析 を した こ とで も有 名 で あ る.

応 用 化 学 の 一大 革 新 は,ロ ン ドンでパ ー キ

ン(W.H.Perkin,1838-1907)が 最 初 の ア

ニ リン総 合 染 料 を発 明 した .彼 は ス コ ッ トラ

ン ドの パ ー ス(Perth)の プ ラ ー ズ(Pul-

lars)社 に 試供 品 を送 り,高 く評 価 され た.

同 じ頃,1838年 に提 起 され て い た化 成 ソー ダ

灰 の 製 造 を試 み る ソル ベ イ(Salvay)工 法

が ベ ル`_で 実 現 され,よ り廉 価 で大 量 の ア

ル カ リ供 給 が 可 能 とな った.(26)

地 理 学 で はハ ッ トン理 論 が 受 け 入 れ られ て

広 汎 に普 及 し,多 くの地 層 研 究 を含 め て の地

図制 作 が 進 み,ま た 地 層 の年 代 鑑 定 も行 わ れ

た.ス コ ッ トラ ン ド人 で イ ン ド行 政 府 の 医療

ドク ター の 息子 と して ロ ス州(Ross-shire)

に 生 ま れ た マ ー チ ソ ン(R.1.Murchison,

1792-1871)が,オ ー ル ド ・レ ッ ド ・サ ン ド

ス トン(旧 赤砂 岩,OldRedSandstone)の

地 層 を調査 し,1838年 に 『シ リア ル期 地 層』

(TheSilurianSystem)を 公 表 した.マ ー チ

ソ ンは1826年 に王 立 学士 院 メンバ ー に選 ば れ,

1855年 に は王 立 地理 測 量協 会 会 長 に選 出 され

た.旧 赤 砂 層 の 研 究 で は,ク 『ロ マ ル テ ィ

経 済 論 集Vol.XXXI,No.1・2・3.4

(Cromarty)出 身 の ミラー(H.Miller,1802

-56)が 権 威 とな り
,彼 の 著 作 は 幅 広 く読 ま

れ た.ト ラ ク ェ ア(Traquair)の 教 区 牧 師

の 息 子 に 生 ま れ た ニ コル(J.Nico1,1810-

79)は,北 西 ハ イ ラ ン ド地 方 の 非常 に 混 み入

った岩 層 を初 め て 調査 し,地 層 年代 を究 明 し

た.フ ォ レ ス(Forres)出 身 で イ ン ドで 外

科 医経 験 を もつ フ ァル コナー(H.Falconer,

1808-65)は,同 地 で の 哺 乳 類 化 石(manユ ー

malsfossil)研 究 を進 め,後 年 には イ ン グ ラ

ン ドに下 り,さ らに 多 くの化 石 を発掘 した こ

とで有 名 で あ る.フ ァル コナ ー は,1832年 に

はサ ハ ラ ン プ ア(Saharanpur)植 物 園 の 監

督 に,2年 後 に はア ッサ ム での イ ン ド紅 茶 製

造 の 監督 官 に任 命 され た.な をイ ギ リスへ の

イ ン ド紅 茶 の船 輸 送 が 開始 され るの は1836年

の こ と で あ る.次 い で リィ ー ス(Leith)出

身の ジェ イ ム ソ ン(W.Jameson,1815-82)

が,茶 の植 樹 と加工 に精 進 した.さ らに フ ァ

イ ブ 州 の ミ リテ ィ ア(Militia)で 兵 士 の 息、

子 に生 まれ た エ ドワー ド(T.Edward,1814

-86)は
,靴 屋 を営 ん で い たが,野 生 植 物 へ

の 関 心 を深 め て研 究 調査 に乗 り出 し20種 もの

新 種 を発 見,の ち に バ ン フ(Banff)博 物 館

主事 に な っ た.

ま た異 な る麻 酔 方 法 がパ ー スの 牧 師 の 息 子

エ ズデ イル(J.Esdaile,1808-59)に よ って

試 み られ た が,先 述 の シ ム ソ ン の2年 前 の

1845年 に,当 時 勤務 して い た イ ン ドの 病 院 で

カ ル カ ッ タ 固 有 の 草 木 を用 い て の 催 眠 法

(hypnotism)で 患 者 手 術 に 成 功 し た.し か

し同年 に エ テ ィー ル ・ア ル コー ル ま た翌年 の

クロ ロ ホル ム の安 定 的 な供 給確 保 に よ り,エ

ズデ ィル の 方法 は休 止 した.

エ デ ィ ンバ ラは特 に ナ ポ レオ ン戦 争 の 頃 か
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ら,ヨ ー ロ ッパ大 陸 の ライ デ ンか ら近 代 医学

を導 入 して イ ギ リス の外 科 手 術 の 中枢 セ ン タ

ー とな っ たが
,こ の時 代 のエ デ ィ ンバ ラ外 科

医 手術 の優 秀性 を象徴 した のが リス トン(R.

Liston,1794-1847)で あ る.彼 は 中 部 ロ シ

ア ン の エ ク レス マ チ ャ ン(Ecclesmachan)

の教 区牧 師 の 息 子 に生 まれエ デ ィ ンバ ラ大 学

に学 び,1834年 に ロ ン ドンへ 下 り翌年 に ユ ニ

バー シテ ィ ・カ レ ッ ジの教 授 に就 いた .リ ス

トンは,肩 甲骨 を最 初 に取 り外 した手術 で も

知 られ,手 足や 脚 に副 木 をあ てが う リス トン

副 木(splint)を 考 案 した.彼 は1841年 に は

王 立学 士 院 メ ンバ ー に選 ばれ た他 に,2冊 の

本 を出版 した他,麻 酔 法 の普 及 ・宣伝 の ため

に1846年 に公 開 手術 を行 っ た.

リー(R.Lee,1798-1877)が,ジ ョ ン ・

ハ ン ター の 産 婆法 の踏 襲 者 で あ っ た.彼 は海

外 生 活 か ら戻 り,1835-66年 の 間,ロ ン ドン

の聖 ジ ョー ジ病 院 の産 婆 学 の 講 師 をつ とめ た.

彼 は女 性 の 子 宮構 造 につ い て 多 くの発 見 をな

し,1830年 には 王 立学 士 院 メンバ ー に選 出 さ

れ た.同 じ頃 に ヨー ロ ッパ 大 陸 にお い て も,

1827年 に 偉 大 な 生 物 学 者 ボ ン ・ベ ア(von

Baer,1792-1876)が,卵 子 の受 胎 と成 育 過

程 を公 表 した.

この時代 に 医学 の 多 くの分 岐 が見 られ,特

に 眼科 学(ophthalmology)が 注 目され るが,

ス コ ッ トラ ン ドに も同分 野 での科 学 者 が 登 場

した.エ デ ィ ンバ ラ の医 者 の 息 子 に生 まれ た

ロ バ ー ト ソ ン(D.M.C.L.A.Robertson,

1837-1909)が,1857年 に ス ン ト ・ア ン ドリ

ュー ズ大 学 を卒 業,ア フ リカ ・カ ラバ 原 産 の

毒 草 の薬 用化 を研 究,1862年 に は 眼病 に効 果

あ る こ と を公 表 した.そ の 後1867-97年 間,

ロバ ー トソ ンはエ デ ィ ンバ ラ王 立病 院 の眼科

政 巳:ス コ ッ トラ ン ド ・ル ネ ッサ ン ス 研 究(4) II

医師 をつ とめ た.ス コ ッ トラ ン ドで は,彼 に

先行 す る眼科 医 として グ ラス ゴ ウ出 身 で1830

年 に 『眼 病 の 具 体 的 な 治 療 方 法 』(Practical

TreatiseonDiseases()ftheEye)を 発 刊 し

た マ ッ ケ ン ジ ー(W.Mackenzie,1791-

1868)が い た.(27)

心理 学 も発 達 の端 緒 に あ っ たが,ス コ ッ ト

ラ ン ドで の パ イ オ ニ ア と し て ハ ミル トン

(W。Hamzlton,1788-1856)卿 が 挙 げ られ る.

彼 は グ ラ ス ゴ ウ 外 科 教 授 の 息 子 に 生 ま れ,

1836年 に は エ デ ィ ンバ ラ大 学 の論 理 学 ・形 而

上 学教 授 とな っ た.彼 の著 作 につ い ては,死

後 多 くの批 判 を受 け た が,人 間の 思考 と無 認

識 の行 動,知 覚 と認 識 の 関係 性 にっ いて の理

論 究 明 の創 始 者 で あ る こ とに は違 い なか っ た.

また犯 罪心 理 学 の分 野 で は,フ ェ ン ウ ィ ッ ク

(Fenwick)の ト ム ソ ン(J.B.Thomson,

1801-73)が1858年 に パx刑 務 所 勤 務 の 外

科 医 に な った こ とか ら犯 罪者 の研 究 に 取 り組

み,犯 罪 と遺 伝 要 因,環 境,物 理 的特 徴 の 関

連 を調べ た.ト ム ソン は 医学 的観 点 か ら,犯

罪 に 関連 す る主 な病 気 と して 結核 や精 神 病 を

挙 げ た.ま た 社 会 人 類 学 につ い て は,マ ク

レナ ン(」.F.Maclennan,1827-81)が 挙 げ

られ る.彼 は イ ンバ ネ ス(Inverness)の 保

険代 理 店 の息 子 に生 まれ,自 らは弁 護 士 とな

った が,人 間 の習 性 や行 動 に関 心 を もち 研 究

を進 め,世 界 の 結 婚 形 態 を調 べ て1865年 に

『原 始 的 な結 婚 』(、primitiveMarriage)を 発

表 して,大 きな社 会 的 反響 を受 け た.さ らに

言 語 学 上 の 調 査(philologicalenquiry)の

面 で は,ア バ デ ィ ー ン 生 ま れ の レ イ(J.

Rae,1796-1871)が 活 躍 した.彼 は1862年 に

ハ ワ イ に住 み,そ こで の新 聞 に 人 聞 の演 説 の

起 源 に お け る身 振 り論 を シ リー ズ で発 表 し,
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翌 年 に ミュ ー ラー(Muller)に よ っ て 王 立

学 士 院 で紹 介 され た.

予 防 接 種(inoculation)や 検 疫(quaran-

tine)に つ いて は,既 に 経 験 的 に効 果 あ る対

応 策 が 見 出 され たが,病 気 伝 染 の過 程 につ い

て は,パ ス ツー ルの 出現 に よ って 明 らか とな

った.パ ス ツー ル以 前 で は,物 体 の腐 敗 は空

中 を極 微 生 物 と して移 動 して伝 染 す る と考 え

られ た.し か し 「消毒 法 の創 始 者 」 と讃 え ら

れ,1860年 に グ ラ ス ゴ ウ大 学 教 授 に な っ た リ

ス ター(J.Lister,1827-1912)が バ クテ リア

を含 む炭 酸 物 の伝 染 を発 見 した こ とが,病 院

の有 り様 に も公 衆 衛 生 で も,大 きな変 革 を も

た らす こ とに な っ た.(28)

既 に リー ビ ッ ヒの弟 子 の一 人 で グ ラ ス ゴ ウ

大 学 化 学 教 授 の 甥 に あ た る ス ミ ス(R.A.

Smith)が 大 気 汚 染 研 究 で 活 躍 した.ま た ト

ム ソ ン(R.D.Thomson,1810-64)が 公 衆衛

生 のパ イ オ ニ ア と して 食料 衛 生 問題 で貢 献 し,

1854年 に は 王立 学 士 院 メ ンバ ー に選 ば れ た.

また エ デ ィ ンバ ラで も,1848年 に保 険衛 生 委

員 会 下 の 調 査 官 と な っ た サ ザ ラ ン ド(J.

Sutherland,1808-81)が 活 躍 し た が,彼 は

ク リ ミア戦 争 に従 軍 し軍 隊衛 生 の 向上 に尽 力

した こ とで有 名 で あ っ た.当 時 の公 衆衛 生 問

題 で は,発 疹 チ フ ス(typhus)腸 チ フ ス

(typhoid)が 二 大 社会 問題 で あ ったが,1840

年 に イー ス ト ・ロ シア ンの牧 師 の 息子 に生 ま

れ た ス チ ュ アー ト(A.P.Stewart,1813-83)

が初 め て両 病 気 の 区別 を識別 し,双 方 の適 切

な治療 法 を公 表 した.(29)

医学 の細 胞研 究 で も,多 くの生 物 学研 究 者

で 進 め られ たが,そ の 中 に ラル ゴ(Largo)

の 医 者 の 息 子 に生 まれ,生 きて い る物体 の 顕

微 鏡 観 察 法 を確 立 した こ とで も知 られ るエ デ

経 済 論 集Vol.XXXI,No.1・2・3・4

イ ン パ ラ大 学 解 剖 学 教 授 グ ッ ドサ ー(J.

Goodsir,1814-67)が い た.つ ま り細 胞核 は

ブ ラ ウ ン(R.Brown)が 発 見 した が,細 胞

の構 造 と機 能 は グ ッ ドサ ー が研 究 し1859年 に

彼 の 弟 子 ドイ ツ人 バ ー シ ョウ(R.Virchow,

1812-95)が 一 連 の成 果 を 出版 し,さ ら に4

年 後 に シ ュ ル ツ ア(Schulze)が 一 層 詳 細 な

完 壁 な細 胞研 究書 を出版 した.1870年 に は ス

ター リン グ(A.B.Stirlir19,1811-81)が,

顕 微 鏡 を使 って微 小 物 を裁 断 す る機 械 を発 明

した.ま た グ ッ ドサ ー の 友 人 で,エ デ ィ ンバ

ラ大 学 外 科教 授 で英 国科 学促 進 連 合 や 王 立 学

士 メンバ ー の ジ ョン ・トム ソ ンの 息子 に生 ま

れ た グ ラ ス ゴ ウ 大 学 の ア レ ン ・ トム ソ ン

(A.Thomson,1809-84)が 活 躍 し,19世 紀

を代 表 す る生 物学 者 と讃 え られ た.

また海事 生物 学(marinebiology)で は,

東 イ ン ド会社 外科 医 の息 子 に生 まれ た リン リ

ス ゴ ウ(Linlithgow)の チ ャ ー リー ・ トム

ソ ン(C.W.Thomson,1830-82)の 功 績 が

挙 げ られ る.つ ま り大 地 関 連 の科 学 研 究 が19

世 紀 中 頃 まで に ほぼ 達 成 され た結 果,自 然科

学 者 の 関 心 は大 洋 研 究,さ らに深 海 研 究 に向

け られ た.ト ム ソ ンは1868年 以来,数 回 の大

洋 調査 隊 を派 遣 し,1872-6年 の 問 に 『チ ャ

レ ン ジ ャ ー』(Challenger)探 険 隊 に 参 加 し

て大 西 洋 の 深 海調 査 を行 っ た.彼 は1869年 に

は王 立 学 士 院 メ ンバ ー に選 ば れ,翌 年 に はエ

デ ィ ン バ ラ大 学 自然 物 理 学 教 授 に任 命 され

た.(30)

この 時 代 の イ ギ リス で は進化 論 をめ ぐり多

くの論 争 が行 わ れ たが,ス コ ッ トラン ドで は

比較 的 論 議 は 少 なか った.1838年 に エ デ ィ ン

バ ラ ・ケ ンブ リッ ジ両 大 学 の 学 ん だ ダー ウ ィ

ン(C.R.Darwin,1809-82)が,ま た1850年
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代 末 に ラ ッセ ル ・ウ ォ レ ス(A.R。Wallace,

1832-1913)が 個 別 に 自然 淘 汰 の考 え方 に 到

達 し,両 者 の 思 想 が マ ル サ ス の 『人 口論 』

(Population)に 影 響 を与 え た.ダ ー ウ ィ ン

は,ウ ォ レス の研 究 を知 る まで は 自説 の公 表

を控 えて い たが,1858年 に 両 者 が合 同 して 自

然 進 化 ・淘汰 論 を公 表 した.翌 年 に ダー ウ ィ

ン は,20年 間 の 研 究 蓄 積 を 『種 の 起 源 』

(TheOriginofSpecies)と 題 して公 表 した.

これ は70年 間 ほ どの地理 学 に お け る研 究 進 展

が,生 物学 に も影響 を与 えた結 果 か らの 推論

で あ り,遠 くは イ タ リア ・ル ネ ッサ ン スの 巨

匠 ガ リレ オ の 推 測 し た理 論 で も あ っ た.(31)

同 じ頃 にオー ス トリア の モ ラ ビア地 方 に生 ま

れ た メ ンデ ル(G.J.Mendel,1822-84)は,

遺 伝 に関 す る実 験 資料 を集 め て 自 らの 進化 論

を公 表 した.し か し1900年 頃 まで無 視 され た

が,彼 の学 説再 発 見 が 生 物 学理 論 に大 きな進

展 を もた らす こ とにな る.

ま た 先 述 の 実 験 生 物 学 の シ レ フ(Shir・

reff)や ア バ デ ィー ン大 学 卒 で 家畜 飼 育 業 者

と し て 国 際 的 に も活 躍 し た マ ッ コ ン ビ ー

(W.McCombie,1805-80)も,同 分 野 で 活

躍 した.特 に統 計収 集 を越 え て19世 紀 中頃 か

らは数 学 的手 法 を用 い て の処 理 が 一般 的 とな

り,1835年 頃 には フ ラ ンス 人 ケ イ トレ(L.J.

A.Quetelet,1796-1874)が 人体 の数 学 調 査

を入 れ て測 定 し,新 しい科 学 と して の 人体 測

定 学(anthropometry)を 確 立 した.

ス コ ッ トラ ン ド ・ル ネ ッ サ ン ス 研 究(4)

3.化 学の 興 隆 一19世 紀後 半

この時代 のスコッ トラン ド科学界 を象徴 し

た人物が,ケ ル ビン卿 であ る.ケ ル ビン卿 の

も とで,グ ラス ゴウ大学 は1901年 に創 立350

祭 を開催 した.と 同時 にグラスゴウ国際博覧

z3

会 が 開催 され,世 界 に向 け て 「機 械 の都 」 グ

ラス ゴウ の繁 栄 を誇 示 した の で あ る.(32)

こ の19世 紀 後 半 の ス コ ッ トラ ン ドで は,レ

ン ドゲ ン線(X-ray),放 射 線,エ レ ク トン,

α線 ・β線 の 発 見 と続 い た.19世 紀 中 葉 に

は,真 空 チュ ー ブ に 電極 を入 れ て放 電す る と

光 線 が 生 じる こ とは分 って い た.そ して1879

年 に クル ックス(W.Crookes,1832-1919)

が放 射 線 を磁 石 で偏 向 させ,光 線 が 陰電 気 で

あ る こ と を証 明 した.そ の 数 年 前 に フ ァ ン

ト ・ホ フ(J.H.van'tHolf,1852-1911)が

イ オ ン を発 見 して い た が,こ れ らを ま とめ て

1897年 に トム ソ ン(J.J.Thomson,1856-

1940)が1897年 に正 確 に規 範 化 した.

そ こ で は分 割 で きな い単 位 と して原 子 を越

え る電 子(エ レ ク トン,electron)が 提 示 さ

れ た.1877年 に レ ン トゲ ン(Rontgen,1845-

1923)がX線 を陰極 管 で実 験 し,写 真 版 に写

す こ とに成功 した が,こ の実 験 器 具 制 作 に は,

ミ ドロ シ ア ン(Midlothian)の 農 夫 の 息 子

に生 ま れ た技 師 ウ ィ ル ソ ン(c.T.R.Wil-

son,1869-1959)が 貢献 した.ウ ィ ル ソ ン は,

故 郷 ネ ビ ス 山(BenNevis)の 現 象 か ら,

1895年 にケ ンブ リッ ジで湿 気 を含 ん だ空 気 が

雲 を作 り雨 を降 らせ るこ とを実 験 した.彼 は

トム ソ ンのX線 管 制 作 に従 事 した時 に レ ン ト

ゲ ンの 発 見 を聞 い て,X光 線 で イ オ ン を作 り

雲 をつ くる方 法 を考 え,そ の過 程 を1911年 に

は写 真 に取 るこ とに成 功 した.そ の後,多 く

の 原 子物 理 学 研 究 が ウ ィル ソ ン研 究 を土 台 に

進 め られ た.ウ ィ ル ソ ンは,マ ンチ ェス ター

とケ ンブ リッジ両 大 学 で 学 び,1900年 に は王

立学 士 院 メンバ ー に選 ば れ,1925年 に は ケ ン

ブ リッ ジ大 学 自然 物 理 学教 授 とな り,1927年

に は ノー ベ ル物 理 学 賞 を授 与 され た.(33)
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1896年 に,ベ ク レ ル(A.H.Becquerel,

1852-1908)が ウ ラ ニ ウ ム混 合 物 にX線 と同

様 の写 真 版 に影響 を与 え る効 果 が あ る こ とを

見 い 出 した.3年 後 に ニ ュ ー ジー ラ ン ド人 の

ラザ フ ォー ド(E.Rutherford,1871-1937)

卿 が 放 射 線 の 中 に は α 線 と β 線 が あ り,し

か も α線 は β 線 よ り も陽 性で大 量 に存 在 し,

β 線 は 電 子 に従 って存 在 す る こ とを発 見 し,

さ らに後 に発 見 され た滞 電 で きな いが 貫 通 力

を もつ 放 射 線 に λ 線 と命名 した.

また も うひ とつ の微粒 子研 究 が フ ォル カー一

ク(Falkirk)出 身 の エ イ トキ ン(J.Ait-

ken,1839-1919)に よ って行 わ れ たが,彼 は

大 気 諸 現 象 を研 究 して 粉 塵 ・霧 ・雲 を調 べ,

さ らに 日没 時 の夕 陽の 色彩 研 究 を進 め,ポ ー

ラ ン ドの ク ラ カ トア(Krakatoa)山 爆 発 が

如 何 に 夕 陽 の色 を変 え るか を論 証 した.

また工 業 目的 に役 立 つ研 究 として特 に気体

液化 や 不 活1生気 体 につ いて の研 究 が,デ ィ ウ

ォー ル(J.Dewar,1842-1923)卿 や ラ ム ゼ

イ(W.Ramsay,1852-1916)卿 に よっ て行

わ れ た.デ ィ ウ ォ ー ル は キ ン カ ー デ ン ・オ

ン ・フ オ ー ス(Kincardine-on-Forth)の=葡

萄 酒 商 の 息 子 に生 ま れ ドラー ・ア カ デ ミー

(DollarAcademy)と エ デ ィ ンバ ラ大 学 に

学 び,い くつ か の教 職 を経 験 した 後 に,1875

年 にケ ンブ リッ ジ大 学 の 実 験 物理 学 の ジャ ク

ソ ン(Jackson)講 座 教 授 とな り液化 ガ ス 問

題 と取 り組 み,酸 素 や 窒 素 の 液化 や1898年 に

は水 素 液化,翌 年 に は水 素 固形化 に も成 功 し,

今 日の 大 半 の ガ ス製 造 の 基 本 問題 を解 決 した.

彼 は真 空 を作 る際 に も,木 炭 が気 体 を吸 収 す

る こ とを立証 した.そ して 彼 が 出 来 なか っ た

ヘ リ ウ ム の 液 化 も,1902年 に オ ー ネ ス(K .

Onnes)が 成功 させ た.デ ィ ウォ ー ル の 気体

経 済 論 集Vol.XXXI,No.1・2・3・4

研 究 以外 で の功 績 は,エ イベ ル(F.Abe1)

卿 と共 同 して の コ ル ダ イ ド(cordite)爆 薬

の発 明 が 指摘 され る.ま た ラム ゼ イ は,グ ラ

ス ゴウの 土 木 技 師 の息 子 で有 名 な化 学 企 業 者

の孫 に生 まれ,グ ラス ゴ ウ大 学 と ドイ ツの チ

ュー ビンゲ ン大 学 に学 び,1887年 に は ロ ン ド

ン のユ ニ バ ー シテ ィ ・カ レ ッジ化 学 教 授 に な

り,同 校 の化 学研 究 とイ ギ リス化 学 工 学 の 興

隆 に大 きな貢 献 を果 た した.1894年 に ラム ゼ

イ と レ イ リィ(Rayleigh)卿 が,液 体 空 気

中 の窒 素 の 中に,彼 らが アル ゴ ン と命 名 した

不 活 性 気 体 が 未 だ1%含 まれ る こ と を発 見 し

た.続 い て ラム ゼ イが 発 見 したネ オ ン,ク リ

プ トン,キ セ ノ ン等 の微 小 気体 を究 明 したが,

そ れ らは照 明や 溶接 目的 に利 用 され るに至 る.

さ ら に1904年 に,ラ ム ゼ イ と ソ デ ィ(F.

Soddy)が ラジ ウム の放 射 分 解 の 副産 物 と し

てヘ リウ ムが で き る こ と を変 性 の立 証 と して

提 起 した.ラ ム ゼ イは,1888年 に は王 立 学 士

院 メンバ ー に選 ば れ,1904年 に不活 性 気 体 の

研 究 で ノー ベ ル化 学 賞 を受 賞 した.(34)

同 時期 の ス コッ トラン ドで,も うひ と り気

体 研 究 で有 名 な人物 が い た.そ れ はヘ レン ス

バ ラ(Helensburgh)出 身 のハ ン ネ イ(J.B.

Hannay,1855-1935)で,彼 は ラム ゼ イ を助

け て 多 くの仕事 を した だ け で は な く,彼 自身

の正 確 な測 定 器械 を制 作 出来 る特 技 を生 か し

て 高圧 下 の気体 計 測 を行 い,1878年 の ドイ ツ

で の 「オ ズ ワ ル ド粘 土 計(viscometer)」 の

2年 前 に,既 に 彼独 自で 同様 の機 械 を作 り上

げ て い た.

この 時代 には 工 業発 展 を支 え,ま た促 進 す

るか た ち で有機 化 学研 究 が 著 し く発 展 した.

特 に ドイ ツ では 学術 調 査 を工 業 目的 に生 か し,

1884年 に ドイ ツ人 バ イ ヤー(A.vonBaeyer,
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1835-1917)が イ ン ド藍(lndigo)の 化 学 合

成,ブ イ ッ シャー(E.Fischer,1852-1919)

が砂 糖 の 原 子 配 列(configuration)の 完 成,

1877年 に相 反 同等 価 値(tautomerism)観 に

基 づ く化 学 企 業 を展 開 した ヴ ィス リツ ェ イナ

ス(Wislicenus,1835-1902)が 登 場 した.(35)

この 時代 の ス コ ッ トラ ン ドの有 機 化 学 研 究

で は ブ ラ ウ ン(A.C.Brown,1838-1922)で

あ る.彼 は化 学 方程 式 の簡 略化 した 図 を考案

したが,1864年 に エ チ レ ンに は炭 素 が2重 に

結 合 して い るこ とを発 見,1892年 に は 自分 の

名 前 を冠 した規 範集 を出版 した.彼 は生 まれ

故 郷 の エ デ ィ ンバ ラ を中心 に活 躍 し,1869年

に はエ デ ィバ ラ大 学化 学 教 授,1879年 に は王

立 学 士 院 メンバ ー に選 ば れ た.分 解 にお け る

電 離 方法 は先 述 した が,ス エー デ ン のオ ー レ

イ ニ ア ス(S.A.Arrhenius)と フ ァ ン ト ・

ホ フの 貢献 が 大 きい.従 来,電 気 分 解 の よ っ

ての み イオ ン化 は 出 来 る と思 われ たが,1887

年 に両 人 は分 離 され た電 解 質 の微 分 子(mol-

ecule)は 既 に一 対 の 滞 電 した 存在 で あ る と

の 電解 質 解 離(electrolytisdissociation)論

を発 表 した.(36)

工業 化 学分 野 で の鉱 石 を青 酸塩 を用 い て金

を抽 出す る青化 工 法 は,金 貨鋳 造 需要 に 応 じ

て 始 め られ たが,ス コ ッ トラ ン ドで発 達 した

技術 で あ る.従 来 の塩 化 工 法 での 金 抽 出 は ド

イツ系 ア メ リカ 人の カア ス ル(Casse1)が ス

コ ッ トラ ン ドで考 案 し,1884年 に企 業 化 し,

グ ラス ゴ ウで もテナ ン ト社 が採 用 した.次 い

で グラ ス ゴ ウの冶 金 学 者 マ ッカー サ ー(J.S.

Macarthur,1857-1920)が 同 工 法 を 研 究 ・

改 良 し,1887年 に特 許 を獲 得 した.こ の方 法

が世 界 中に採 用 され,金 生 産 高 は飛 躍 的 に上

昇 した.ま た マ ッカー サ ー は,ラ ジウム化 合
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物 の製 造 に も,パ イオ ニ ア 的役 割 を果 た した.

ま た ブ ラ ン タ イ ア(Blantyre)出 身 の オ ー

(J。B.Orr,1840-1933)は,グ ラス ゴウ の塗1

料 会社 に勤 め1868年 に 白塗 料 を開 発 し,1872

年 に はバ リウム 酸 と亜 鉛 亜 硫 酸 塩 と酸 化 物 混

合 の石 版 印刷 を考 案 した.(37)

医 学 分 野 で は,ロ ゼ セ イ(Rothesay)商

人 の 烏、子 に 生 まれ た マ セ ウ ェ ン(W.Mac-

ewen,1848-1924)卿 は,19世 紀 の イ ギ リス

外 科 医 学 を代 表 す る人物 で あ り,特 に 頭 と骨

の 外科 手術 で著 名 で あ っ た.彼 は グ ラ ス ゴ ウ

大 学 医 学部 に学 び,1892年 に は 同大 学 外 科 教

授 とな った.マ セ ウェ ン は1878年 に は 頭 手 術

を開 始 し,翌 年 に は脳 腫 瘍 の除 去 手術 に成 功

した.彼 は 骨折 手術 に も新 しい継 ぎ方 法 や 骨

除 去 に よ る クル病 治 療 法 を確 立 し,従 来,胸

部 手術 を受 け る と肺 に損 傷 が で る と畏怖 され

たが,彼 が安 全 な手 術 法 を提 示 した.ま たエ

デ ィ ンバ ラに も2人 の有 名 な医 者 が登 場 した.

そ れ は バ ー ン テ ィ ス ラ ン ド(Burntisland)

の 牧 師 の 息 子 に 生 ま れ た ワ ト ソ ン(P.H.

Watson,1832-1907)卿 とエ デ ィ ンバ ラ の タ

イ ト(R.R.Tait,1845-99)で あ る.バ ー ン

テ ィス ラン ドは外 科 医 でエ デ ィ ンバ ラの 王 立

外 科 カ レ ッ ジ(RoyalCollegeofSurgeons)

卒 で 活躍 し,の ち2度 同 カ レ ッ ジの校 長 をつ

とめ た.彼 は卵 巣 切 除術 や 関 節切 除手 術 で リ

ス ター に先 行 した人物 で あ る.タ イ トは婦 人

科 学 医(gynaccologist)で エ デ ィ ンバ ラ大

学 に学 び,大 半 をバー ミンガ ム で過 ご し,婦

人病 関係 の 手術 を 多 く執 行 した.彼 は友 人 の

シム(Syme)教 授 か ら学 び,リ ス ター 法 と

は 異 な るか た ち で外科 手術 に麻 酔 法 を導 入 し

たパ イ オニ ア で あ った.さ らにマ セ ウ ェ ン の

医事 研 究 は,ア バ デ ィー ン 出身 でア バ デ ィー
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ン とエ デ ィ ンバ ラ両 大 学 に 学 ん だ フ ェ リア

(D.Ferrier,1843-1928)卿 の神 経 学 研 究 の

成 果 に も助 け られ た.フ ェ リア卿 は,そ の 後

で ロ ン ドン大 学 キ ン グ ス ・カ レ ッジへ 移 り,

1873年 に は神 経 組 織 に電気 シ ョッ ク を与 えて

手 足 が どの よ うに反 応 す るか を実験 し,1881

年 に は実 地 調 査 を報 告 した.ま た彼 の友 人 の

マ ッケ ン ジー(J.Mackenzie,1833-1923)

の 背 骨 の知 覚神 経研 究 も平行 的 に発展 した こ

とで知 られ る.

フ ィ リップ(R.W.Philip,1857-1939)卿

は結核 研 究 のパ イ オニ ア と して活 躍 し,エ デ

ィンバ ラ大 学 の 結核 学教 授 に な り,1887年 に

は エ デ ィバ ラの ヴ ィ ク ト リア 施 療 所(Dis-

pensary)に 新 治 療 法 を導 入 した.ま た世 界

最 初 の 同病 の ク リニ ックで あ っ た.さ らに ロ

ッ ク スバ ラ(Roxburgh)州 出 身 で,エ デ ィ

ン バ ラ 医 学 校 卒 の ブ ラ ン ト ン(T.L.

Brunton,1844-1916)卿 は狭 心 症 治 療 へ のア

ミル亜 硝 酸 塩 の奏 効 性 を発 見 した.彼 は い く

つ か の 医 学役 職 を経 て,ロ ン ドンの聖 バ ー ソ

ロ ミュ ー(Bartholomew)病 院 の 内科 教 授

とな った.

さ らに熱 帯 医 学 につ い て は,2人 の ス コ ッ

トラ ン ド人 医 師 の業 績 が 挙 げ られ る.マ ンス

ン卿(P.Manson,1844-1922)と ロス(R.

Ross,1857-1932)卿 が い た が,両 人 と もイ

ン ドで 医療 に従 事 し,マ ラ リア寄 生 虫 の ライ

フ ・サ イ クル を究 明 した.マ ン ス ンは,ア バ

デ ィー ン州 の地 主 で銀行 家 の 息 子 に生 まれ ア

バ デ ィー ン大 学 に学 び,象 皮 病 の原 因 を蚊 と

の 関係 を調 べ たが,結 論 で失 敗 した.マ ラ リ

ア寄 生 虫 は1880年 に フ ラ ンス 人 医師 ラ ブ ラ ン

(Laveran)に よ っ て発 見 され た が,マ ン ス

ンは1892年 に マ ラ リア病 を観 察 し,象 皮 病 寄

経 済 論 集VoLXXXI,No.1・2・3・4

生 虫 と同 じよ うに 人 間か ら蚊 に伝 達 され る と

推 論 した.ロ スは イ ン ド陸 軍 軍 人 の 息子 に生

まれ,ロ ン ドンで教 育 を受 け た.彼 は1894年

に マ ス ン に会 い,マ ラ リア研 究 に 関 心 を もち,

4年 か け てマ ラ リア蚊 を解 剖研 究 し,は まだ

ら蚊(Anopheles)胃 壁 の 中 に寄 生 虫 が 存在

す る こ とを発 見,同 病 との 闘 い に明確 な 目標

を与 え て マ ラ リア伝 染 を阻止 で き るこ とを指

摘 し た.ロ ス は,マ ラ リア 研 究 が 認 め られ

1902年 に ス コ ッ トラ ン ド人最 初 の ノー ベ ル 賞

を受 け た.(38)

心 理 学分 野 で は,ア バ デ ィー ン出 身 のベ イ

ン(A.Bain,X818-1903)が,同 地 の大 学 を

卒 業 し医 学生 理 学 的 調査 と心 理 学 の関 係 につ

い て,当 時 として は最 も多 くの 明 晰 な論 文 を

発 表 した.彼 は1860年 にア バ デ ィー ン大 学 論

理 学 教 授,1890年 に は 同学 長 とな った.ま た

薬 学 で は 理 性 的 判 断 に よ る標 本 薬 物(phar・

macopoeia)を 用 い るか た ちで の 自然 薬 治 療

は18世 紀 か ら続 け られ て きたが,20世 紀 の初

め か ら総 合 的 なi薬(syntheticdrug)調 合 方

法 が始 ま りつ つ あ った.マ ラ リア特効 として,

キ ナ の 木(cinchona)か ら キ ニ ー ネ(qui-

nine)を 抽 出す る方 法 が パ ー クヘ ッ ド(Par-

khead)の 本 屋 の 息 子 で ア バ デ ィー ン大 学 医

学 部卒 で イ ン ドで医療 と森 林 業務 に携 わ った

植 物 学 者 キ ン グ(G.King,1840-1909)卿 に

よって確 立 され た.彼 は カル カ ッタ植 物 園の

監 督 官 をつ とめ た後 にベ ンガ ル に キナ の 木 園

を作 り,さ らに イ ン ド植 物研 究所 も設 立 した.

彼 は1887年 に 王立 学 士 院 メ ンバー に選 ばれ た.

天 文 学 では,さ らに強 力 な望 遠 鏡 の 出現 が

遙か な宇 宙 に向 け て の研 究 を可能 と し,新 星

の発 見 が続 い た.ア バ デ ィー ン時 計職 人 の 息、

子 に生 まれ ドラー ・ア カデ ミー とアバ デ ィー
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ン大 学 で 学 んだ ギ ル(D.Gill,1843-1914)

卿 は,新 しい方法 として天 文 観 察 に 写真 を結

びつ け た.彼 は1879年 に喜 望 峰 の 王 立 天文 台

官 に任 命 され,南 半 球 の天 空 の 写 真 を撮 影 し,

また太 陽 との 距離 や 木 星 の大 きさに つ い て の

正 確 な計 測 に成功 した.も うひ と りの ア バ デ

イ ー ン 人 ベ ア ー ド(A.W.Baird,1842-

1908)が 大 洋 の潮 流 を研 究 し,1870年 に イ ン

グ ラ ン ドで,1872年 に は イ ン ド ・カ ッ シ ュ

(Cutch)湾 を調 査 し,王 立 技 師 協 会 の 大 尉

(colonel)に 任 じ られ た.(39)

詳細 な地 層研 究 も続 け られ た.こ の 時代 の

ジー一キ(A.Geikie,1835-1924)は,エ デ ィ

ンバ ラの音 楽 家 の 息 子 に生 まれ,エ デ ィ ンバ

ラ高校 ・同大 学 で教 育 を受 け,イ ギ リス を代

表 す る地 理 学 者 とな った.イ ギ リス地理 学 史

での 火 山 時代 の研 究 を進 め 出版 した他,氷 河

期 や水 の剥 磨 作 用 の研 究 を行 い,1865年 に 王

立 学士 院 メンバ ー選 ば れ イ ギ リス地 理 調査 監

督 官 に な っ た.彼 の弟 ジ ェー ム ズ(J.Gei-

kie,1839-1915)も 有 名 な地 理 学 者 で あ っ た.

19世 紀 後 半 には,ス コ ッ トラ ン ドか ら ヨー

ロ ッパや ア メ リカへ,工 学 諸 発 明が 伝 播 され,

その 技術 が彼 の 地 で 土着 ・成 長 を開 始 す る時

代 で あ る.こ の 時代 に は発 動 機 電 気,内 燃

機 関,蒸 気 ター ビ ン等 の 関連 工 業 が 発達 した.

サ ザ ラ ン ド(Sutherlad)生 ま れ の ス ワ ン

(J.W.Swan,1828-1914)卿 は ア メ リカに移

民 した が,エ デ ィ ソ ンが木 炭 フ ィ ラ メ ン トを

発 見 した 同年 の1878年 に,独 自に 同様 の 発 見

を した.ま た電 気研 究者 間 に直 流 ・交 流 論議

が お こ り,ケ ル ビ ンや エ デ ィ ソン等 は直 流 を

支持 した が,最 終 的 に は工 業 目的 か ら交 流 が

選 択 され た.そ の 背景 に は発 動 機 の 発達 の パ

イオ ニ ア と して ジー メ ンス に次 ぐ電 気工 業社
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の ウ ェ ス テ ィ ンハ ウ ス(G.Westinghouse,

1846-1914)の 役 割 が挙 げ られ る.彼 は ケ ル

ビ ン卿 の着 想 を実 現 し,ナ イ ア ガ ラ滝 に水 力

発 電 の 設備 を作 っ た.こ の計 画 は ケ ル ビンが

1881年 に 英 国科 学 促 進 会 議 で発 表 し,1892年

に エ デ ィ ン バ ラ 大 学 の フ ォ ー ブ ス(J.D.

Forbes)教 授 の 息 子 の ジ ョー ジ(G.Forbes,

1849-1936)が 任 命 され,彼 が 発 電 ・送 電 観

点 か ら交 流 方 式 を採 用 した.ウ ェ ス テ ィ ン グ

ハ ウ ス社 は1869年 に鉄 道 用 の 空気 ブ レー キ を

発 明 した.

ま た同社 で発 明 した電 気 電 車 は,1888年 に

ア メ リカで,1890年 に は イ ギ リス で導 入 され

た.ま た ケ ル ビ ン卿 が可 能 性 を探 り,船 舶 へ

の荷積 用 と して,エ デ ィ ンバ ラ大 学 の民 法 教

授 の息 子 に 生 まれ た ス ウ ィ ン トン(A.A.C.

Swznton,1863-1930)が 移 動 式 鉄 製 ク レー ン

を発 明 した.彼 は イ ギ リス で最 初 の レン トゲ

ン撮 影 を受 け た こ とで も有 名 で,1908年 に は

陰 極 線 オ シ ロ グ ラ フで 走査 した.

ス コ ッ トラ ン ド最 初 の 電気 設備 の あ る建 物

は,グ ラ ス ゴ ウ の ス ン ト ・イ ノ ッ ク(St.

Enock)駅 で,1879年 に イ ン グ ラ ン ド会 社 の

施 工 したア ー ク灯 を設 置 した.電 気 発 動 機 は,

1884年 に パ ー ス ン ズ(C.Parsons,1854-

1931)卿 の発 明 し た蒸 気 ター ビン に よ っ て実

現 され た.興 味 深 いの は,こ の ター ビン の発

想 は,ギ リシア 時代 に さか の ぼ り,ま た レオ

ナ ル ド ・ダ ・ヴ ィ ンチ も認 識 して い たが,そ

の実 現 は 高 速 エ ネ ル ギー の 高速 効 率 の運 動 を

必 要 と した.そ して蒸 気 ター ビン を装備 した

最 初 の船 は,1901年 に ク ライ ドで建 造 され た

行 楽 用 の 蒸 気 船 「エ ド ワ ー ド王 」(King

Edward)で あ っ た.そ して ダ ン デ ィ の 牧 師

の息 子 に生 まれ た ユ ー イ ン グ(J.A.Ewing,
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1855-1935)は ター ビ ン の 技 術 発 達 に 貢 献 し

た 主導 的 な科 学 者 で あ る.彼 は 日本 の工 部 大

学 校 で教 え るか た わ ら,滞 日中に地 震 に興 味

を持 ち研 究 を進 め た他,鉄 磁 石 の研 究 で も顕

著 な業 績 を挙 げ た.ユ ー イ ン グは,1883年 に

は ダ ンデ ィ大 学,1890年 に は ケ ンブ リッ ジ大

学教 授 とな り,第 一 次 世 界 大 戦 中に は ドイ ツ

軍 の 暗号 解 読 に 成功 した.1918年 に は エ デ ィ

ンバ ラ大 学 学長 に就 任 した.(40)

鉄 製送 水 管 は1894年 頃か ら大 量 の水 を大 量

の 蒸 気 に変 え るた め に ヤ ロ ウ(Yarrow)社

が 開 発 に 成 功 し た.グ リ ー ノ ッ ク

(Greenock)の 造 船 業 者 の 息 子 の ス コ ッ ト

(J.Scott,1830-1903)は,伝 統 的 な 相 反

(reciprocating)エ ン ジン研 究 で低 速 貨 物 船

に 貢献 した.彼 は水 管 ボ イ ラー を フオ ッ クス

(Fox)が 波 形 煙 突 を海 軍 軍 艦 に 導 入 した.

船 舶 は既 に鋼 鉄 製 の 時代 に な って お り,1879

年 に は ダ ンバ ー トンの デ ニー 兄 弟 が1777ト ン

の 鋼 鉄 製 船 「ロ ト ー マ ハ ナ 号 」(Roto・

Inahana)を 建 造 し た.全 鉄 鋼 製 の最 初 の 船

は,1876年 に ビ ル マ(Burma)河 で の 業 務

用 に作 られ た外 輪 タ グ船 で あ っ た.

橋 梁 建 設 も鉄 か ら鋼 へ と変 化 した.19世 紀

で最 も長 い 鉄橋 で有 名 な フ ォー ス橋(Forth

Bridge)が,2人 の イ ン グ ラ ン ド人 技 師 の

フ ァ ウ ラ ー(J.Fowler)と ベ イ カ ー(J.

Baker)の 企 画 で進 め られ たが,そ こ に グ ラ

ス ゴ ウ大 学 留 学 中の邦 人渡 辺 嘉 一 の考 案 した

カ ン タ リベ 方 式 を受 け入 れ た.架 橋 工 事 は,

レ ン フ ル ユ ー(Renfrew)州 ヒ ュ ー ス トン

(Houston)の ア ロ ル(W.Arro1,1839-

1913)卿 が 請 負 い,1890年 に完 成 した.ア ロ

ル の有 名 な工 事 として は,他 に1887年 の タ イ

(Tay)橋,1894年 の ロ ン ドン の タ ワ ー ・ブ

経 済 論 集Vol.XXXI,No.1・2・3・4

リッ ジ(TowerBridge)が あ った.(41)

ガ ス 燃焼 エ ン ジ ンは既 に1820年 頃 に発 明 さ

れ て い たが,1860年 の フ ラ ン スの ラヌ オー ル

(J.J.E.Lenior),1862年 の ボ ウ ・ ド ・ロハ

ス(BeaudeRohas),1876年 の オ ッ トー

(N.A.Otto)等 の発 明 に よ って 初 め て 力 動

機 として の意 義 を認 め られ蒸 気 ター ビ ンの ラ

イ バ ル と な っ た.複 作 動(two-stroke)エ

ン ジ ンは1878年 に,ア ンダー ソン ・カ レ ッ ジ

卒 業 生 の著 名 な技 師 で,最 終 的 に は 海 軍 のエ

ン ジ ン研 究 局 の局 長 をつ とめ た クラー ク(D.

Clerk,1854-1932)卿 が発 明 し,1881年 のパ

リ博 覧会 に展 示 した.1891年 には 彼 の考 案 を

さ らに 改 良 したデ イ(Day)の エ ン ジ ンが 登

場 した.ま た石 油 エ ン ジン は,1878年 に既 に

ベ ンッ(KF.Benz,1844-1929)が3/4馬

力 の エ ン ジン を制 作 して い たが,1886年 に ダ

イ ム ラー(G.Daimler,1834-1900)が 最 初

の実 用 的 な もの を発 明 した.そ して1892年 に

は,デ イー ゼ ル(R.Diesel,1858-1913)が

発 火 式 エ ンジ ンの 特 許 を取 り,3年 後 に は実

用 的 な エ ン ジ ン を生産 し,さ らに2年 後 に は

ドイツ か ら商 業 生 産 され た.ま た 同年 に グ ラ

ス ゴウ で もマ クラガ ン(R.Maclagan)が 同

様 の 車 を生 産 した.そ して空 気 タ イヤ は既 に

トム ソ ン(R.W.Thomson)が 問題 提 起 し

て い た が,1888年 に ドレ ゴ ウ ン(Dreghor-

n)出 身 でベ ル フ ァー ス トで獣 医 を して い た

ダ ン ロ ツプ(J.B.DunloP,1840-1921)が 実

用化 に成 功 した.彼 が 息子 の 自転 車 に 空気 タ

イヤ を初 め て取 りつ け た話 は有 名 で あ る.現

代 的 な 自転 車 は,1876年 に ダ ウ ソ ン(H.D.

Dawson)が 発 明 し,1885年 に ス タ ン リー と

サ ッ トンが 共 同 して 商業 化 に成 功 した.(42)

ベ ル(A.G.Bell,1847-1922)は 近 代 音 声
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学(phonetics)の 設 立 者 の ベ ル(A.M.

Bel1)の 息 子 で あ っ たが,エ デ ィ ンバ ラ か ら

ア メ リカへ 移 民 した6年 後,1876年 に電 話 を

発 明 した.彼 は1873年 に ボ ス トン大 学 の 音 声

心理 学教 授 とな った が,聾 の 人 の教 育 に も熱

心 で あ った.彼 は電信 に も関心 を持 ち,器 具

製 作助 手 ワ トソ ン(G.Watson)の 協 力 を得

て同 一 電線 で,い くつ か の メ ッセー ジ を伝 達

す るの に成 功 した.こ れ らの経 験 が1875年 に

電 話 の 可能 性 を確 信 させ,翌 年 に は実 用 化 さ

れ た.音 の録 音 と再 生 は,1877年 にエ デ ィ ソ

ン(T.A.Edison,1847-1931)が 蓄 音機 を発

明 した.(43)ま た最 初 の 配 電 所 が,1878年 に

ア メ リカの コネ テ ィ カ ッ ト州 ニ ュー ・ヘ イブ

ン(NewHaven)に 開 設 され,翌 年 に は ロ

ン ドンに 設立 され た.

武 器 や 爆 発 物 で は 大 き な進 歩 を み せ た.

1867年 に ノー ベ ル(A.B.Nobel)が ニ トロ

グ リセ リンの安 全 火 薬 を発 明 し,1889年 に コ

ル ダ イ ト火 薬 が ア ー バ ル(Abel)と デ ィ ウ

ォー ル(J.Dewar)卿 に よっ て発 明 され た.

ス コ ッ トラ ン ドで も1883年 に,コ ー トブ リ ッ

ジ(Coatbridge)の シ ン ム レ ア(D。Sin-

clair)が ダ イ ア ル 式 盤 を 発 明 し た.ま た

1883年 に,1847年 に ク ル ップ(Krupp)が 設

立 した武 器 庫 で,マ キ シ ム(Maxim)が ベ

ッセマ ー鉄 鋼 工 法 を利 用 して最 も有 名 とな る

銃 を発 明 した.グ リー ノ ッ ク出 身 の ノー ブル

(A.Noble,1831-1915)卿 は,弾 道 学 と精 密

科 学 を学 び英 国陸 軍 武器 庫 につ とめ,イ ギ リ

スの銃 砲 と爆 発 物 の 発 展 に大 きな貢 献 を な し

た.(44)

4.結 び

政 巳:ス コ ッ トラ ン ド ・ル ネ ッ サ ン ス 研 究(4)

大英帝国の繁栄 を象徴 したヴィ ク トリア時
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代 の前半には,科 学研 究 は多 くの多様性 をみ

せ,さ らに 多 くの新部 門確 立へ と向か った.

前時代の よ うな化 学,物 理学,医 学 の ような

分 類 で は不 充分 とな り,ま た科 学 知 識 も多

様 ・細分化 した.さ らに都 市での協 同生活 を

可能 とす る諸科 学 も進展 した.

ス コ ッ トラン ドで は高地 清掃(Highland

Clearance)も 進 展 し,高 地や僻 地 の社 会経

済 も グ ラ ス ゴ ウ を 中心 と した低 地(Low-

1and)経 済に吸収 ・包摂 された.そ して1851

年 の ロン ドンでの大英帝 国で,そ の経 済的繁

栄 を発展の象徴 として開催 され た.国 内的に

は1847年 の アイル ラン ドの大飢饅,ま た国際

的には クリ ミア戦争勃発や イン ド・セ ポイの

暴動 に遭遇 しなが も,イ ギ リスは,第1次 ・

第2次 選挙法改正や1833年 の奴隷禁 止,さ ら

にア メ リカの独 立戦争 を経 て,世 界に向けて

の 自由化(liberalism)の 道 を歩 んだ.イ ギ

リスは19世 紀末の30年 に繁栄の ピー クを迎 え

る.イ ギ』リスは世界通商 の中心 とな り工業,

また教育 ・文化 の 中枢 となった.イ ギ リスは

七つ の海 を制覇 し,文 字通 り 「世 界の工場」

とな り,次 の世 紀 にア メ リカ,ド イツが凌駕

す るまでの全 員が大英帝 国の繁 栄 を享受 した.

政 治 に は グ ラ ッ ドス トー ン(W.E.Glad-

stone)卿,チ ェンバ レン(J.Chamberlain)

卿,社 会 には リプ トン(T.Lipton)卿 の よ

うな新興の富裕 な産業主が 出現 した.ま た人

道主義的 な思想 も興隆 した.そ して新教育法

がイ ングラン ドでは1870年,ス コッ トラン ド

では1872年 に施行 され,労 働 者階級に も能 力

に応 じての教育fir,r会が確 立 した.

ス コッ トラン ドは,ス コッ トラン ド・ルネ

ッサ ンスを完成 させ,旧 首都 のエデ ィンバ ラ

は 「北方の アテネ」(AthensoftheNorth)
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と呼 ば れ る栄 光 に浴 した.(45)グ ラス ゴ ウ は

「造 船 の 都 」
,「 鉄 道 の 都 」 と も呼 ば れ た(46)

そ こ に はエ デ ィ ンバ ラに は ス テ ィー ブ ン ス ン

や ヘ ン レ イ(Henley),

キ ン ト ッ シ ュ(C.R.

グラス ゴウにはマ ッ

Macintosh)や グ ラ ス

ゴウ ・ス クー ルボー イ と呼ばれた人々が活躍

し た.
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